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▲工学研究科新7号館完成イメ ー ジ-
1〔 巻頭あいさつ

日頃より名古屋大学協力会活動に格別のご理解とご

支援を賜り、厚くお礼申し上げます。

平成17年(2005年）7月に設立した名古屋大学協力会

は、産業界と名古屋大学との双方向のコミュニケ ー ショ

ンを図り、会員企業の新技術・新製品開発に貢献し、そ

れによって双方がともに発展することを目的として活動し

て参りました。おかげ様で、現在は法人・個人を合わせ

て約260の会員様にご入会いただいております。

順調に事業活動を進めている中、残念ながら2020年

からコロナ禍の影響を受け、メイン事業である講演会・

見学会等対面でのイベントや、企業訪問によるニーズ調

査は自粛せざるを得ない状況となりました。しかしなが

ら、2021年からは各種イベントのオンライン化やメール

マガジンによる情報発信に力を入れ、有難くも会員様よ

り一定のご評価を頂戴しているところです。
一方、活動の母体である名古屋大学 学術研究・産学

官連携推進本部では、先に松尾清 ー 総長が「名古屋大

学を世界屈指の研究大学に」として掲げられた
“

NU

MIRAl2020 ’'を受け て、「世界有数の産業集積地にある

基幹大学として、産学官連携を含む多様な連携による

イノベ ー ションヘの貢献と社会価値の創出」を行動目標

とし、これまで多くの改革を進めて参りました。

世界的規模で激しい国家間・企業間競争が続く今般

の状況から、産学官連携は以前にも増して重要になるも

のと考えます。当地の基幹大学として、これからも新技

術・新製品開発と成果普及・社会実装を通じ、地域社会

が持続的に発展していく ためのビジョンを策定し、産業

競争力の強化に貢献する研究開発や人材育成に取り組

むことが社会的使命と捉えています。

名古屋大学協力会は、2021年4月より、名古屋大学学

術研究・産学官連携推進本部との連携を強化し、タイム

リ ーな情報提供やイベント等の企画開催に力を注いでお

ります。

会員の皆様におかれましては、名古屋大学協力会をお

役立 ていただくとともに 、本学を通じ て、地域社会の持

続的な発展にもご支援・ご協力賜れば幸甚に存じます。
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